
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定ごみ袋制度の見直し
（有料化）
について

令和２年1月

宇部市市民環境部廃棄物対策課
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～現在の指定袋～ 

 現在の指定ごみ袋は、市は規格を決めただけで、自由価格で販売されてい

ます。これには、ごみ処理手数料が含まれておらず、ごみの収集・運搬・処

分にかかる費用はすべて税金で賄われています。現在、皆様が購入される際

にお支払いいただくのは、商品代としての袋の代金そのものです。 

 

～有料化後～ 

 有料化後の指定袋は、ごみ処理手数料が価格に上乗せされ、ごみを出す人

に処理費用の一部をご負担いただくことになります。袋の代金に、ごみの収

集・運搬・処分にかかる経費の一部を上乗せした公定価格となり、どの店舗

で買っても同じ値段になります。 

 

 今の指定袋には、ごみ処理手数料は含ま

れてなかったんだ！ 

 有料化後はどこで買っても 

同じ値段になるんだね！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ごみ減量の取り組み～ 

 市では、市民の皆様のご協力を得ながら、様々なごみの資源化・減量化の

取り組みを進めてきました。 

 平成 30年度には、ごみダイエット大作戦として、これまでの取り組みの再

度の周知を行うとともに、市民・事業者と一体となって取り組みが進むよう、

ごみ減量アイデアの募集やアイデアに基づく事業の展開など、市をあげての

ごみ減量運動として取り組んできました。 

 これらの取り組みで、近年わずかながらではありますが、ごみは減少して

います。これは、市民の皆様のご理解とご協力の成果であると考えています。 

 いつもご協力いただき、本当にありがとうございます。 

 ご協力に感謝いたします。 

有難うございます！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
みんなで色々取組んできたけど 

まだ全国平均より 100g以上も多いね！ 

 
目標の 840gを達成するためには 

20%以上のごみ減量が 

必要なんだ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ごみ処理経費の推移～ 

 ごみ処理経費とは、ごみの収集・運搬・焼却・埋立等、ごみ処理全体にか

かる費用の合計額です。 

平成 30年度は、最終処分場の移管に係る費用や、施設の法定点検などで経

費が嵩み、21 億円がかかりましが、平均すると約 18 億～19 億円の経費がか

かっています。 

 このごみ処理経費を圧縮するため、市では収集部門の民間委託、ごみ処理

施設の運転管理の一部民間委託、運転方法の見直しによる助燃材（灯油）や

電気代の使用量削減を進める事で経費削減を図っていますが、施設の老朽化

による修繕費などの経費が高額となり、効果的な圧縮が図れていません。 

 

 
ごみ処理経費は 1年間に 

18～19億円かかっているんだね！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 3年度には 

新しいごみ処理施設の構想の策定を

開始するんだ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ごみの減量をすすめて 

CO2等を削減していく必要があるね 

 
ごみ処理経費を少しでも少なくして 

教育や福祉などに使えるといいね！ 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～なぜ有料化が必要なのか～ 

 これまで皆様と様々な取り組みを行ってきたことでごみの排出量は減り、一定の効

果を得ることができました。しかし、３Ｒの推進だけでは限界も現れてきました。ま

た、新たな処理場の建設構想の策定も迫ってきています。 

 そこで、上水道などの公共サービスと同じく、受益者負担の考え方を取り入れるこ

とで、さらにごみ減量化を進めたいと考えました。 

 

～有料化の効果～ 

• 袋 1 枚からお金がかかるので、分別を徹底し燃やせるごみの量を減らし、でき

るだけ小さな袋を使用するなど、減量効果が望める。 

• ごみを出す量に応じて処理費を負担していただくことで、多量に排出される方、

ごみを減らす努力をされた方の負担の公平性が確保される。 

• 減量化により新ごみ処理施設の建設費やその後の経費の削減など、将来の負担

が軽減される。などが考えられます。 

 これらのことから、ごみ袋の有料化という形で、市民の皆様にごみ処理費用の一部

をご負担いただき、ごみ減量を一層進めていくことが、本市の将来にとって必要な選

択であると判断いたしました 

 
そういうことなのか！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
すでに有料化を実施している市町では 

可燃ごみ以外に、不燃ごみや資源ごみも 

有料化しているところもあるんだって！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～実施内容（案）～ 

 現在の指定袋と比べて、どのくらい値段が変わるのかをまとめたものです。 

有料化は、月・水・金の燃やせるごみが対象となります。 

左が現在の指定袋の値段で、サイズは 4種類です。 

• 1枚あたりの値段は自由価格のため、値段は販売店舗により異なりますが、

平均値を載せています。 

 

右表が有料化後の値段を示したものです。 

• 1枚あたりの値段は、どの店舗でも同じで、1ℓあたり約 1円になります。 

• 袋のサイズは、現在のサイズにある 15ℓを廃止、新たに 30ℓを作成すること

で、利便性を考慮したものにしたいと考えています。 

 

 

 
市では目標値に近づけるため、今より 20%のごみの減量を目指しています。 

すでに有料化を実施している全国の自治体において、１ℓ当たり１円の設定

で 20%以上の減量効果が得られている実績があること、また、有料化を実

施している多くの自治体と同じ水準であることから、この金額設定にしてい

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～手数料収入について（案）～ 

 宇部市では、現在 1ヶ月で 1世帯あたり 40ℓのごみ袋を平均 4.8枚使って

おり、月に 48円をごみ袋代として使っていることになります。（平成 30年度

可燃ごみの排出量を基に、1世帯 1月あたり 40ℓ袋の使用量を推計し、試算し

たもの。） 

 

• 有料化後のごみ袋代は、1ヶ月 192円程度となり、1年間では 2,304円

程度となります。 

 

 実質の収入額は１億３千万円と試算していますが、この収入はごみ処理経

費だけでなく、新たな３Ｒ施策の推進に活用させて頂きたいと考えています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～新たな３Ｒ推進施策について（案）～ 

 これら４つの施策については、まだ検討中であり、決定したものではあり

ません。市民の皆様がごみの減量化・資源化に取り組むための施策を充実さ

せたいと考えています。また、有料化と併せて、市民の皆様の減量取り組み

を後押しする施策を並行して行うことで、より減量が進むよう取り組みたい

と考えています。 

 

草木の堆肥化にもチャレンジするんだ

ね！ 

 
市民の皆さんから、もっとごみ減量

が進むアイデアを待ってます！！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
紙おむつは 

減らせないから助かるね 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
市のごみ処理施設には事業所からも 

廃棄物が搬入されているよね 

 ごみ処理施設に直接搬入

する際に支払う手数料も

見直すんだね！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～今後のスケジュール（仮）～ 

 

令和２年３月、議会へ条例改正の議案を上程する予定です。 

（可決されれば） 

１０月から有料化指定ごみ袋を導入。 

１２月から有料化指定ごみ袋への完全移行としたいと考えています。 

 

議会で可決された後は、戸惑いなく移行できるよう、校区ごとの説明会のほか、

自治会単位での説明会の要望にも対応して行ってまいります。 

あくまで仮のスケジュールになるため、実際はこのとおりになるとは限りません。 

 

 

 

有料化が決まったら、自治会単位など

少人数の集まりでも、しっかり説明し

てくれるんだね！ 

 

令和 2 年 3 月 26 日現在、指定ごみ

袋制度の見直し（有料化）の議案は、

継続審議となりました。 

実施時期や料金など、決定しましたら

速やかに詳細をお知らせします。 

 



 


